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ソウシチョウ　富士市岩本山公園で撮影

図２．　胃内容物　(例２）
TL: 104.3mm，雌、1983年5月19日 サクラエビ混獲

（右下はエビ類、他はイカ類の小片）

図3．　頭部腹面
TL: 193.1mm，雄、1969年10月

サクラエビ混獲

図１．　胃内容物　(例１）
TL: 144.6mm，雄、1969年10月11日 サクラエビ混獲

（左の魚はセンハダカ、他はイカ類の小片）

　厳冬期、郊外の林の中で、大きな声のさえずりが聞こえた。季節はずれなため頭の中が混乱し

はじめる。まさかクロツグミが真冬に鳴くか？と双眼鏡で探してみるとソウシチョウであった。

　スズメより少し小さいソウシチョウは中国南部からインドシナ半島北部にかけて生息し、もともと

日本にいた鳥ではない。姿や鳴き声が可愛らしいので、飼い鳥として中国では昔から愛されていた。

日本には江戸時代中期に輸入された。チメドリ科に属し、ウグイスとは近縁ではないが、糞は「ウグ

イスの糞」として美顔顔料に利用されたこともある。

　この鳥が野生で見られるようになったのは1980年代の後半からで、筑波山周辺を発端として、県

内では1990年以降に天城山や富士山の周辺で確認されるようになった。現在では県内のほぼ全域に

勢力を伸ばしている。また、富士山周辺で実施している野鳥標識調査者によると、時期によっては最

優先種がソウシチョウとのことであった。夏期にササ類の繁茂する常緑広葉樹林帯で繁殖し、冬期に

漂鳥として標高の低い里山などに移動し、小さな群れをつくって市街地の公園や神社などに出没する

ようになってきた。

　生息環境が笹薮であることから、在来のウグイスとの競合が危惧されるが、今のところソウシチョ

ウが増えたからウグイスが減ったという明確な報告はない。しかし、ある地域の笹薮でソウシチョウ

の巣が高密度に増えると、ヘビやイタチ、カケスなどの捕食者が集まり、間接的にウグイスの巣も狙

われる確立が高くなるという研究報告もある。

　特定外来種に指定され、飼育や移動が制限されている。人によって持ち込まれたこの鳥も早い内に

取り除いておかないと、本来の生態系は失われてしまうであろう。

ソウシチョウ 小泉金次 久保田　正・佐藤　武

静岡県の外来生物 駿河湾の深海魚（7）

ツラナガコビトザメ (その2）

　駿河湾内から記録されているサメ類は約60種であり、

世界中の海洋から知られているサメ類の約11.1%を占

めています。そのうち、最も小型である本種は英名で

smalleye pygmy sharkと呼称されています。また同属内の

オオメコビトザメはspined pygmy sharkと呼ばれていま

す。

　ツラナガコビトザメは、餌生物として主に中層に生息

するオキアミ類、エビ類、イカ類、小型のハダカイワシ

類などを捕食することが知られています。駿河湾内の奥

部海域（由比、蒲原、原、沼津各沖）と焼津沖で行われ

たサクラエビ漁で得た81個体の胃内容物を調べたとこ

ろ、餌生物として6生物群がみられ、それらは端脚類、ア

ミ類、オキアミ類、サクラエビ、イカ類、魚類（ハダカ

イワシ類のイワハダカ、ヒロハダカ、センハダカ）など

でした。これらの餌生物は、噛みきるという方法により

小さな断片として捕食されていました（図1・2）。餌生

物の出現個体数やその頻度が共に多かったのは、端脚類

とアミ類を除いた他の4生物群であり、本種の食性は海

域が違っても対象生物は、深海性である点で同じ傾向

でした。

　また、捕食率  {胃内容物重量÷(魚体重―胃内容物重量)

×100}は、0.1~5.0%、5.1~10.0%、10.1~15.0%の階級に

含まれる個体は、それぞれ順に30、17、11であり、7階

級のうち、これらの3つの階級を合わせると胃内容物を調査した81個体の71.6%を占めました。捕食率の

平均が7.4%で、空胃率に13.6%（11個体）でした。本種の体重の約30%の餌生物を捕食している個体も見ら

れることから、かなりの量の捕食能力があると考えられます。一方では、空胃個体も多いことから深海では

いつも餌にありつける状態にないことが示唆されます。

　最後に、歯について紹介します。上顎歯と下顎歯の形状が全く異なっています。上顎には棘状の細長く

直立した内側に数本の歯が列をなして並んでいます。また下顎には上顎の歯よりも大きな鋸歯が並んでい

ます。上顎歯の列数は20~27、下顎歯数は18~23です（図3）。
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